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研究要旨： 

 大規模災害時における職員の健康管理は各地で行われてきた。一方で、新型コロナウイ

ルス感染症対応業務が長期化する中、職員の心身の不調が多く発生している現状があり、

過重労働・メンタルヘルス対策が重要な課題となっている。その対策として「業務マネジ

メント」と「メンタルヘルスケア」の２つの柱に整理し、両輪で進めることが重要であり、

各職場では所属長等をリーダーとし組織としての具体的な取組を進めていくことが必要で

ある。新型コロナウイルス感染症対応の収束が見えない中、今後も職場において各地の取

組事例を参考にし創意工夫しながら対応業務を進めていけるよう、取組の発信、共有化を

していくことも必要である。 

 

 

Ａ．研究目的 

 災害時における組織対応の共通原則、CSCA

のひとつである Safety は、安全の確保であ

り、３つの S（Self、Scene、Survivor）があ

るとされている。 Self は、被災者、職員自

身の安全であり、災害発生直後からのフェイ

ズが進む中、安全を確保し日常生活をおくる

ことができるよう支援していく必要がある。 

特に被災地の行政職員においては、災害発

災時からの避難所の設置・運営、応援職員の

受け入れ、他関係機関との連絡調整等の過重

な災害対応業務に従事し、心身に大きな負担

が生じ職員のメンタルヘルス不調も課題とな

り、対策も進められているところである。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大時

対応については、全国規模で長期間に渡る点

など災害レベル以上とされ、県庁本部や保健

所においても電話対応、疫学調査、患者搬送、

関係機関との調整など、終わりがみえず見通

しのつかない連日のコロナ対応、併せて自分

自身の行動制限や家庭への配慮等々の様々な

ストレスにより、うつ状態、無気力、もえつ

き症候群、管理職のバーンアウト、身体症状

の出現などがみられ、心身面に多大な影響が

生じている現状がある。各職場においては、

セルフチェックや相談窓口等のメンタルヘル

ス対策をはじめ、応援・派遣職員の確保や業

務改善、休暇の確保など様々な取組を行い対

応している状況がある。 

自治体職員、特に保健師等の専門職について

は、支援者側の立場であり住民への責任感の

強さ等も相まって、自身の健康管理は後回し

になってしまう現状もみられる。災害時、保

健医療調整本部におけるマネジメント体制を

構築していくためにも、職員の健康管理支援

は重要な柱である。 

ついては、保健師をはじめとする自治体職

員の過重労働・メンタルヘルス対策について、
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その現状と対応策について明らかにし、今後

の自治体職員の必要な健康管理・支援対策の

検討の一助とする。 

 

Ｂ．研究方法 

（１）新型コロナウイルス感染症に対応する

職員のメンタルヘルスの現状とその対応策に

ついて、研究分担班メンバーの自治体の現状

を把握し整理するとともに、自然災害との違

いについても整理した。 

（２）新型コロナウイルス感染症等対応にお

ける自治体職員のメンタルヘルス対策・過重

労働対策について、積極的な取り組みを行っ

ている自治体の関係者等を招聘して、オンラ

インによる意見交換会を実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）新型コロナウイルス感染症対応する職

員のメンタルヘルスの現状と対応策について

は、別紙１のとおりに整理した。  

ストレスの要因について、①健康危機の発

生に伴う業務上の課題を要因とするストレス、 

②支援者個人に対する外的ストレス、③住民

や団体、マスコミ等の批判的意見や世論によ

るストレスに分類した。各要因の主なストレ

スの現状については、①健康危機の発生に伴

う業務上の課題を要因とするストレスについ

ては、「医療資源・医療体制の確保困難によ

るもの」「行政の業務体制によるもの」「過

重な業務量によるもの」、②支援者個人に対

する外的ストレスについては、「他者（患者

や住民）からの批判や要求に対するもの」「自

己が抱く不安や苦痛によるもの」、③住民や

団体、マスコミ等の批判的意見や世論による

ストレスについては、「マスコミ・SNS 等に

よるもの」「住民や団体によるもの」に整理

した。さらにその後の検討で、長時間労働に

よる心身へのストレス、必要な対応が十分に

できないストレス、批判や苦情のストレスに

も分類された。 

 また、その対応策については、①職場内の

業務体制の整備、②外部からの応援協力体制、

③関係機関による支援協力体制の構築、④積

極的広報、⑤従事者のためのマニュアル整備、

⑥職場内の話しやすい場の整備、⑦メンタル

ヘルスチェックによる不調の早期発見、⑧ク

レーム対応の体制などに整理した。 

 大規模自然災害と新型コロナウイルス感染

症対応の違いについては、①フェイズの変化

の違い、②業務量・業務内容の変化の予測が

不可能、③他機関や他自治体からの専門職応

援の制限、④行政機関（公務員）としての役

割や責任の違い、⑤（自らが被災者としての）

行動制限、⑥実施主体の違い、⑦住民（民間

団体）の協力が得にくい点等の論点で整理が

行われた。 

（２）新型コロナウイルス感染症等対応にお

ける自治体職員のメンタルヘルス対策・過重

労働対策に係る意見交換会を、別紙２に基づ

き実施した。 

 参加の自治体（埼玉県狭山保健所（統括保

健師の立場）、群馬県利根沼田／吾妻保健福

祉事務所（保健所長の立場）、大阪市（職員

厚生部署の立場）、神戸市(統括保健師の立場）

と、関係団体（全国保健師長会）からの各所

属における現状と取組報告を共有した。その

報告やそれを一般化した実施しうる取組から、

抽出された対策のポイントについて「業務マ

ネジメント」と「メンタルヘルスケア」の柱

で整理をした。（別紙３） 

 「業務マネジメント」については、①全庁

体制による業務の分担化・効率化（保健部署

以外の部署も含めた全庁体制、「１人２役に

より複数人でカバーできる体制等」）、②組

織体制及びリーダーの明確化、③職員間の情

報共有（定期的なミーティング、ホワイトボ

ード等を活用した情報や業務の可視化、業務

マニュアルの作成・更新等）、④職員の意識

醸成（全所ワンチームで行う風土づくり等）、

⑤積極的な情報発信・広報（住民の理解を得

るための発信など）、⑥クレーム対応体制（対
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応方針の作成、窓口の一元化等）、⑦受援体

制（市町村と応援に係る協定書の締結、併任

辞令の発令等）、⑧研修の実施・強化、⑨労

働環境の整備（ヘッドセットの活用等）、⑩

労務管理（ワークライフバランスの配慮、休

暇等の確保等）と整理した。また、「メンタ

ルヘルスケア」については、①セルフケア（休

養の確保、メンタルヘルスチェックの実施等）、

②相互支援（定期的なコミュニケーション等）、

③組織的対応（職制のラインによるケア、メ

ンタルヘルスに関する情報発信等）、④専門

職による支援（相談窓口の設置等）と整理し、

その他として、職員の家族への支援（職員の

仕事の理解、家族の負担へのねぎらい等）も

あげられた。各保健所において、業務マネジ

メントとメンタルヘルスケアの両輪で進める

ことが重要であるとの認識であった。 

（３）研究班ホームページでの情報発信 

当研究分担班が実施した意見交換会での取

組事例について、令和４年３月 24 日厚生労働

省新型コロナウイルス感染症対策推進本部主

催の「自治体における過重労働・メンタルヘ

ルス対策に関する取組事例等説明会」におい

て紹介された。取組事例については、厚生労

働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対

策総合研究事業）「災害発生時の分野横断的

かつ長期的マネジメント体制構築に資する研

究」研究班の「災害時の対応体制研究班」ホ

ームページへ掲載した。 

災害時の対応体制研究班：

http://dheat.umin.jp/ 

 

Ｄ．考察 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が

発生し、２年が経過したところである。各職

場においては、感染症発生当初から、日々の

様々な業務や課題に対応すべく、悩みながら

も検討し組織的に体制づくりを進めてきたと

ころである。職員の過重労働やメンタルヘル

スの現状や取組について、分担班内で検討し、

意見交換会での報告を受け、解決しにくい課

題であると再認識したものの、改めて各職場

での努力や取組状況を知り、共有や情報発信

することの重要性を再認識することができた。 

また、新型コロナウイルス感染症対応を行

う職員の過重労働・メンタルヘルス対策につ

いては、業務マネジメントとメンタルヘルス

ケアの２つの柱を両輪で進めることが重要で

あり、各職場において創意工夫をしながら所

属長をトップとした組織体制の中で、具体的

な取組の推進が求められる。 

新型コロナウイルス感染症対応は、変異株

等による感染拡大の繰り返しにより収束が見

えないため、業務量・業務内容の変化の予測

が不可能であること、専門職の応援が限られ

ており、事務職も含めた対応体制の構築及び

継続が困難であること、また住民を始め関係

団体における感染症の理解が不十分な面もあ

り、行政への不満や要求等も多い等、大規模

災害時の対応との違いもあり、より鮮明に職

員の過重労働、メンタルヘルスへの影響が大

きくみられたと考えられる。今なお、その状

況は継続されており、長期的に過重労働対策

及びメンタルヘルス対策を強化し進めていく

必要がある。一方で、これらの対策は、大規

模災害時の対応においても同様の側面があり、

業務マネジメントやメンタルヘルス対策は重

要な対策としてより明確化され、今後、大規

模災害時における保健医療福祉調整本部等に

おける組織対応の原則として、発災早期から

活かすことができるものと考える。 

 

Ｅ．結論 

 災害レベルの対応が求められている新型コ

ロナウイルス感染症対応を行う職員の過重労

働・メンタルヘルス対策については、対応業

務が逼迫、長期化する中、「業務マネジメン

ト」と「メンタルヘルスケア」の２つの柱を

両輪で進めることが重要であり、各職場で組

織として具体的に取り組んでいくことが必要

である。また各地における取組事例を参考に
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するため、共有化できるよう事例の収集及び

発信していくことも必要である。 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 
 特になし 
 
２．学会発表 
1）相馬幸恵、尾島俊之、奥田博子、佐々木亮

平．避難所支援従事者による情報把握と効果

的支援のための避難所日報の検討．第 80 回日

本公衆衛生学会総会，東京，2021 年 12 月 21
～23 日．（別紙４） 
2）佐々木亮平、相馬幸恵、尾島俊之、奥田博

子．大規模災害時における在宅等避難者（災

害時要配慮者）の情報把握・支援方法の検討．

第 80 回日本公衆衛生学会総会，東京，2021
年 12 月 21～23 日．（別紙５） 

 
３．その他 
1）厚生労働省広報誌『厚生労働』5 月号 
「講演会レポート」コロナ対応における自治

体職員の過重労働・メンタルヘルス対策～大

阪市・埼玉県・群馬県の事例に学ぶ～ 
（別紙６） 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 
特になし 

２．実用新案登録 
特になし 

３．その他 
特になし 
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新型コロナウイルス感染症対応する職員のメンタルヘルスの現状とその対応策 別紙１

ストレスの要因種別 ストレスの現状 対応策

○医療資源・医療体制の確保困難によるもの

・病床等の医療提供の上限を超え、医療が必要な患者を必要時に受診（入院）させることが出来なかった。
・自宅療養者の医療の確保が難しかった
・訴えや不安のある患者について自宅療養の継続を指示することしかできなかった。
・相談相手がおらず医療機関の対応も困難な夜間に、体調不良者に明日の受診まで待つように伝えざるを得なかった。本当
に大丈夫なのかと念を押されたが、在宅で療養してもらわざるを得なかった。
・医療ひっ迫時、医療機関が患者を選ぶ状況が増えた。特に支援者の感染対策に高度なテクニックを要する要介護（高齢
者・障害児者・乳幼児学童）の受け入れが難しかった。
・医療ひっ迫時、保健所の入院調整の段階で、リスクが高い方にはDNRをとらなければ受け入れてくれない医療機関が多発
し、患者へ電話でその行為を行わなければならなかった
・在宅療養者へ訪問看護や介護サービス等のサービスを継続して導入できなくなった
・医療機関で院内感染によるクラスターが発生し、職員も感染したり自宅待機になりマンパワーがない中、患者を他病院へ
転院させ、当該医療機関の負担軽減を図るべきところであったが、転院させることができず申し訳なかった
・コロナ対策が始まって長い間、多くの医療機関（病院や診療所）において、かかりつけの患者であっても発熱患者や呼吸
器症状のある病院を診療してくれなかった
・コロナ陽性判明したとたん、夜中であっても患者をすぐに転院させるよう行政に丸投げしてくる医療機関が多数あった
・当初、PPEがない中であっても、医療機関へ患者受け入れを要請せざるを得なかった
・クラスターの発生した医療機関における職員のメンタルフォローが不十分だった。感染した職員が宿泊療養施設に入所し
た場合や病院訪問した際、深く傷ついていることがわかった。行政としても相談支援体制の構築が必要だった。
○行政の業務体制によるもの

・患者から「保健所からの電話がなかなか来なくて不安だった」「保健所の対応が遅い」と責められたりして患者を不安に
させてしまったことを申し訳なく思った。
・自力でPCR検査に行けない対象者の移動支援や自宅検査の調整等の負担が増大した
・PCR検査を希望する接触者が多く、検査対象者の範囲の判断が難しかった
・自宅療養者が一人暮らし等で買い物に行けない時の生活支援の調整の負担が増大した
・ハーシス入力の負担及び活用状況の不透明感があった
・非常勤職員（応援職員）の業務の限界（内部データベースの利用権限などの課題）があった
・緊急案件に対する24時間体制について保健師一人あたりの従事の負担が増大した
・コロナ以外の感染症対応等の通常業務も行わなければならず、負担が増大した
・新型インフルエンザ等感染症行動計画に基づく対応ができなかった。特に感染拡大期の積極的疫学調査の中止など国全体
でその方向性が示されなかった。
・残業が多く、育児、介護、その他保健師のプライベートへの影響が長く続いている
・死亡に至った事例に対応したことによる精神的負担
・在宅死亡患者のエンゼルケア、及び納体袋へのお納めや納棺を行ったことによる精神的負担
・本来必要でない検査（単なる感染不安、自費で行うべき検査）を、行政が積極的にすすめざるをえなくなったこと
・一部の事務職員の応援体制はとってもらったが、自治体全体の対応になっておらず、保健師や保健所職員だけで対応して
いる状況があること（どこまでも応援の意識が強い人がいる為、お礼を伝えながら業務にあたる状況が続いている）
・災害モードで対応しているが、一方で平常の保健業務や虐待などの緊急対応もしないといけない体制であること
・担当者や係長などの負担軽減のため、課長級にしわ寄せがくる体制（夜中の対応など）、その現状で月200時間以上超過
勤務をしても超過勤務手当がつかない状況
・時間外に保健所医師に連絡がつかない（保健所医師が少なすぎる）
○過重な業務量によるもの

・新規陽性者が急増し、発生届受理から24時間以内に連絡をすることが出来なかった
・保健所業務量が増大したため、患者の健康観察をを優先し、感染拡大防止のための積極的疫学調査を縮小するなど業務を
整理せざるを得なかった。
・有症状者からの「受診を断られた」「どこに受診すればいいか」という相談が殺到した
・患者が自宅で死亡した際、保健師がご遺体を納体袋へおさめ、納棺まで行った
・患者発生数の急増に比例した、療養終了後の公的証明や公費負担事務の業務量が集中した
○他者（患者や住民）からの批判や要求に対するもの

・受診や検査が困難な状況を、電話対応した支援者が個人的な能力不足を責められた。
・対応が難しいという説明に対し「感染が広がってもよいのか」と恫喝された。
・要望を聞いてくれないと支援者の個人名をSNSに晒すと言われた。
・要求が思い通りにならないと「電話対応は録音してネットに公表する」と言われた。
・患者の遠隔地別居家族から保健所の支援の範囲を超えたサービスを強く要求された
・濃厚接触者から「仕事に行けなく破産したら責任とれ」と何度も電話で怒鳴られた
・保健所へ応援職員を送り込んでいる元職場職員からの不満の声（応援職員不在中の業務負担）
・患者の情報をもっと公表するように市民や行政の広報担当から責められた（感染拡大防止に不要な情報まで）
○自己が抱く不安や苦痛によるもの

・相談対応をしていた患者が急変した。
・自分の対応がこれでよかったのか、悪化するかもしれないという不安が常にあった
・育児のための短時間勤務であるが、他職員が遅くまで残業している中帰れなかった。家族の負担が増えた。(家族に気を遣
われるのが辛く感じた)
・持病のための通院する時間がとれない。内服が先延ばしになってしまった。
・病床が逼迫する中、入院させる患者の優先順位をつけて行ったが、人の命を左右する判断を行う負担
・いつまで続くのか先の見通しを持てず、常に追い詰められていた。
○マスコミ・SNS等によるもの

・第○波がなぜ防げなかったのかという報道を繰り返し聞いていると、保健所の感染拡大防止の機能が不十分と常に責めら
れるような感覚になった。
・報道や広報、電車内の案内等でコロナと聞くと、一般的な感染予防を訴える内容であっても保健所の対応を責められてい
るような気になることがあった。
・マスコミの取材を受けたが、意図しない記事になった。
・まだよくわからないことを、不安を煽り立てるかのように、報道を繰り返す
・ワイドショーも含め、個人的な意見や根拠のない意見をのべ、行政が悪いかのように発言する

○住民や団体によるもの

・保健所の対応に関するマスコミの情報をそのまま、苦情として「対応が後手後手でもっと早く対応すべき」という住民か
らの行政批判の電話が負担だった。
・死亡した患者の葬儀について葬儀組合と調整したが、いくら説明をしても理解しようとせず、感染の不安、気持ちの問題
で、直接斎場へ行く以外、お通夜やお葬式はしませんといわれた
・公表された情報以外の患者の氏名や住所を教えてほしい、自分の近くで発生してるといると不安だという問い合わせへの
対応。「私が感染したらあなたの責任だ」と長時間の対応を強いられた。

健康危機の発生に伴う業務上の課
題を要因とするストレス

※需要に応じた支援の提供体制が
整っていない等行政上（業務上）
の課題がある場合など
※組織に対する要求が大きい場合

１ 職場内の業務体制の整備

・職場全庁体制による業務の役割分担とみえる化
・任用職員等にもパソコン、パスワード付与等業務環境の整備
・業務の効率化に向けた振り返り、定期的ミーティングの実施
・職員の相談体制の強化
・厳密な業務管理（休暇の強制取得や定時退庁日を確保)
２ 外部からの応援協力体制

・管内市町村、管外保健所、本庁等からの応援
・応援者の活用のため事前に業務を整理、方針を共有
３ 関係機関による支援協力体制の構築

・地域の医療機関、医師会の協力体制の構築
・発熱外来、検査実施可能機関の拡大
・現状説明や意見交換会の実施（医療機関、施設、市町村など）
４ 積極的広報（現状の住民理解を得るための機会の提供）
・自治体の方針をホームパージ等で詳しく掲載することで、患者が
自分が置かれている状況を理解し、不安を軽減できる。
５ 従事者のためのマニュアル整備

・所属における業務マニュアル
・全国（他自治体）からの応援者の理解をすすめる全国共通の活動
マニュアル

支援者個人に対する外的ストレス

※支援者個人の対応に対する批判
や能力を超える支援要求
※支援者の私的な行動への影響
（育児や介護など）

１ 話しやすい場の整備

・同様の体験をした支援者同士の話し合い
・愚痴が言える環境
・これは止めよう、答えられない、できないことはできない等割り
切ることを対応者全員で共有する
２ メンタルヘルスチェックによる不調の早期発見

・ストレスマネジメントの実施
３ 個人のレジリエンス能力の向上

・能力に応じた配置換え
４ 積極的広報

・自治体の方針を広報することで、個人への攻撃の矛先を組織へ変
えることが可能

住民や団体、マスコミ等の批判的
意見や世論によるストレス

※行政（保健所）の対応不足や保
健師等支援者に関する繰り返され
るマスコミ報道（特定の個人や組
織に対するものは除く）

１ クレーム対応の体制

・最初の電話対応者を年齢的にも経験豊富な職員が対応し担当職員
に取り継ぐ。意見やクレームについては当該職員がそのまま対応。
・電話相談対応の指針の作成
・クレームに対する対応方針の決定（調査優先なので切り上げると
伝え、ある程度の時間が経過したら切るなど）
２ 職場内の環境整備

・同様の体験をした支援者同士の話し合い
・愚痴が言える環境
・定期的支援者同士の話し合い
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自
然
災
害
と
の
違
い

ス
ト
レ
ス
の
状
況

対
応
策
・
今
後
強
化
す
べ
き
点

①
 フ

ェ
ー

ズ
の

変
化

・
災
害
発
生
直
後
の
初
動
体
制
の
確
立
（
フ
ェ
ー
ズ
0）

か
ら
復
興
支
援
期

（
フ
エ
ー
ズ
5）

に
向
け
た
一
方
通
行
の
変
化

・
被
災
者
の
身
の
回
り
の
支
援
ニ
ー
ズ
は
フ
ェ
ー
ズ
に
よ
り
変
化
し
、
全
般
的

に
は
災
害
復
旧
に
伴
い
減
少
し
て
い
く
傾
向
で
あ
る
。
（
復
興
に
係
る
街
づ
く

り
な
ど
の
大
き
な
ニ
ー
ズ
は
維
持
す
る
）

・
収
束
に
向
か
っ
て
行
く
自
然
災
害
と
比
べ
て
、
感
染
状
況
に
よ
り
感
染
拡
大

の
フ
ェ
ー
ズ
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
た
び
に
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
現
れ
収
束
へ
の

予
測
が
た
て
に
く
い
。

・
フ
ェ
ー
ズ
の
変
化
が
予
測
で
き
ず
心
理
的
負
担
は
大
き
い
ま
ま

継
続
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て
な
い

・
い
つ
ま
で
続
く
の
か
わ
か
ら
な
い
（
終
わ
り
の
見
え
な
い
）
現

状
に
対
す
る
不
安
・
負
担
感

②
 業

務
量

・
業

務
内

容
の

変
化

の
予

測

・
フ
ェ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
っ
て
業
務
内
容
や
業
務
量
は
あ
る
程
度
予
測
が
た

つ
。
一
般
的
に
は
復
興
に
向
け
て
い
く
た
め
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
や
頑
張

り
が
可
能
。

・
支
援
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
た
量
と
種
別
の
専
門
職
（
チ
ー
ム
）
が
投
入
さ

れ
る
。

・
感
染
の
波
（
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
減
）
が
予
測
し
ず
ら
く
、
業
務
量
の
急
増
に

対
応
が
困
難
。

・
感
染
症
法
等
に
沿
っ
た
行
政
事
務
（
就
業
制
限
通
知
、
公
費
負
担
事
務
、
療

養
証
明
な
ど
）
は
後
回
し
に
は
で
き
ず
、
個
別
対
応
と
同
時
並
行
で
業
務
量
が

増
大
す
る
。

・
急
な
業
務
量
の
増
大
、
継
続
す
る
膨
大
な
業
務
量
へ
の
対
応
へ

の
心
身
の
疲
労
が
大
き
い

・
や
る
べ
き
業
務
が
全
う
で
き
な
い
（
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い
）

不
完
全
感
・
無
力
感

③
 他

機
関

や
他

自
治

体
か

ら
の

専
門

職
応

援

・
被
災
地
以
外
の
自
体
体
か
ら
全
国
的
な
応
援
体
制
が
あ
る
（
保
健
師
等
）

・
過
去
の
経
験
を
も
と
に
、
職
種
別
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
受
援
側
・
応

援
側
い
ず
れ
も
理
解
が
進
ん
で
い
る
。
（
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い

る
）

・
応
援
者
に
避
難
所
支
援
等
の
現
場
を
任
せ
る
こ
と
が
可
能

・
災
害
直
後
か
ら
中
長
期
に
渡
り
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
応
援
者
の
対
応
可
能

時
期
か
ら
で
も
支
援
が
有
効
で
あ
る
。
（
い
つ
の
時
点
で
も
応
援
が
あ
れ
ば
助

か
る
）

・
全
国
的
な
感
染
拡
大
の
中
で
は
、
他
の
都
道
府
県
の
応
援
は
得
ら
れ
に
く

い
。
県
内
、
自
治
体
内
、
所
属
内
で
の
限
ら
れ
た
職
種
・
人
員
で
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
は
、
専
門
職
個
人
で
も
行
政
単
位
で
も

経
験
が
無
く
、
受
援
体
制
の
整
備
と
支
援
者
教
育
が
必
要
。

・
応
援
者
は
疫
学
調
査
・
相
談
対
応
な
ど
の
業
務
に
就
く
が
、
業
務
の
隙
間
に

あ
る
調
整
作
業
な
ど
を
任
せ
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
発
生
が
収
ま
り
調

査
や
相
談
の
業
務
量
が
少
な
く
な
る
と
活
用
が
し
に
く
い
。

・
対
策
が
医
療
資
源
な
ど
多
く
の
社
会
環
境
に
よ
る
影
響
が
災
害
よ
り
大
き
い

為
、
応
援
者
の
経
験
に
基
づ
く
考
え
が
合
致
し
に
く
い
こ
と
も
多
い
。

・
感
染
拡
大
と
収
束
の
変
化
が
急
で
あ
り
、
応
援
要
請
か
ら
開
始

ま
で
時
間
を
要
す
る
と
適
時
の
応
援
が
得
ら
れ
な
い
。
応
援
者
が

来
る
ま
で
の
間
、
限
ら
れ
た
パ
ン
パ
ワ
ー
で
急
場
を
凌
ぐ
し
か
な

い
。

・
応
援
者
（
非
常
勤
職
員
）
に
任
せ
ら
れ
る
業
務
に
制
限
が
あ

り
、
調
整
業
務
等
の
責
任
は
軽
減
し
な
い
。

・
応
援
者
へ
の
説
明
の
負
担

・
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
DH

EA
T人

材
の
不
足

④
 行

政
機

関
（

公
務

員
）

と
し

て
の

役
割

や
責

任

・
行
政
自
体
が
災
害
に
よ
り
多
く
の
モ
ノ
と
ヒ
ト
を
失
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ

ワ
ー
の
役
割
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。

・
保
健
活
動
は
現
場
で
の
作
業
が
メ
イ
ン
と
な
る
。

・
災
害
時
健
康
支
援
活
動
そ
の
も
の
が
個
人
の
命
に
直
結
す
る
場
面
は
極
め
て

ま
れ
で
あ
る
。

・
天
災
そ
の
も
の
に
つ
い
て
行
政
が
責
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

・
感
染
者
の
少
な
い
情
報
を
も
と
に
慎
重
な
判
断
を
求
め
ら
れ
、
対
応
の
全
て

が
人
命
に
直
結
し
て
い
る
。

・
死
亡
事
例
が
発
生
し
た
場
合
、
検
証
た
め
責
任
の
所
在
が
追
及
さ
れ
る
。

・
感
染
の
拡
大
が
、
行
政
の
対
応
の
不
手
際
の
だ
と
批
判
さ
れ
や
す
い
。

・
平
常
時
で
は
感
じ
な
い
命
を
預
か
っ
て
い
る
重
責
・
重
圧
を
始

終
感
じ
て
い
る
。

・
保
健
師
自
身
が
「
自
分
の
対
応
が
こ
れ
で
よ
い
の
か
」
と
と
い

う
不
安
感
の
持
続

・
患
者
の
急
変
や
対
応
の
遅
れ
に
対
す
る
自
責
の
念

・
行
政
批
判
を
公
務
員
個
人
へ
の
批
判
と
受
け
止
め
て
し
ま
う
。

自
己
嫌
悪
感
。

○職
場
環
境
整
備

・
チ
ー
ム
プ
レ
イ
に
よ
る
業
務
体
制
（
患
者
担
当
制

で
な
く
業
務
担
当
制
に
よ
る
負
担
感
の
軽
減
）

○保
健
師
の
資
質
向
上

・
統
括
保
健
師
に
よ
る
現
場
管
理
（
保
健
師
個
人
が

抱
え
な
い
よ
う
な
相
談
体
制
、
対
応
報
告
に
よ
る
個

人
の
責
任
の
回
避
）

・
保
健
師
全
体
の
感
染
症
対
応
能
力
の
向
上

⑤
（

自
ら

が
被

災
者

と
し

て
の

）
行

動
制

限

・
支
援
者
も
被
災
者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
医
療
や
行
政
に
所
属
を
置
く
以

上
、
自
分
の
健
康
や
家
族
、
生
活
よ
り
も
市
民
、
患
者
等
を
優
先
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
り
や
す
い
。

・
災
害
に
よ
り
失
っ
た
モ
ノ
と
ヒ
ト
が
時
間
の
経
過
で
元
に
戻
る
こ
と
は
な

い
。

・
一
時
的
で
は
あ
る
が
行
動
制
限
に
よ
る
不
便
さ
を
生
じ
る
。

・
医
療
従
事
者
は
一
般
人
の
行
動
制
限
以
上
に
日
常
の
感
染
予
防
に
気
を
遣

い
、
ま
た
業
務
上
の
感
染
の
危
険
性
が
あ
る
。

・
将
来
的
に
は
感
染
が
終
息
し
元
の
生
活
が
戻
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

・
感
染
や
家
族
へ
の
影
響
な
ど
の
不
安
感
が
常
に
あ
る

・
業
務
に
追
わ
れ
る
生
活
に
、
行
動
制
限
に
よ
り
息
抜
き
が
で
き

な
い
状
況
が
重
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
増
大
。

○職
場
環
境
整
備

・
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
個
人
作
業
の
進

捗
状
況
や
課
題
の
共
有

・
保
健
所
の
規
模
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
業
務
量
が
多
い
。

・
保
健
所
業
務
の
範
疇
を
超
え
た
対
応
（
関
係
機
関
と
の
調
整
を

含
む
）

⑦
住

民
（

民
間

団
体

）
の

協
力

体
制

・
「
共
助
」
の
考
え
に
基
づ
く
住
民
同
士
の
支
援
体
制
（
自
主
防
災
組
織
等
）

・
生
活
支
援
が
メ
イ
ン
の
た
め
、
誰
で
も
支
援
者
に
な
り
得
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
や
職
能
団
体
に
よ
る
災
害
時
支
援
の
準
備
が
整
っ
て
い

る
。

・
「
感
染
症
」
の
脅
威
に
対
し
て
は
心
理
的
な
点
で
専
門
家
以
外
の
介
入
が
困

難
。
（
出
来
れ
ば
避
け
た
い
も
の
）

・
全
て
の
住
人
が
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
、
感
染
予
防
が
必
要
な
避
難
者
の
立

場
に
あ
る
。

○啓
発

・
感
染
者
対
応
以
外
の
感
染
予
防
の
た
め
の
啓
発
や

保
健
所
の
現
状
に
関
す
る
広
報
な
ど
に
つ
い
て
住
民

や
団
体
の
協
力
を
得
る
。
業
務
負
担
の
軽
減
だ
け
で

な
く
住
民
の
理
解
を
得
る
機
会
と
な
る
。

⑥
 実

施
主

体

市
町
村

・
医
療
、
保
健
福
祉
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
生
活
支
援
、
道
路
な
ど
多
く
の
部
署

が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
役
割
を
果
た
す
。

保
健
所
（
都
道
府
県
・
政
令
市
）

・
管
轄
の
広
域
化
、
人
員
体
制
の
縮
小
化
し
た
保
健
所
が
対
応

・
関
係
者
間
で
も
「
コ
ロ
ナ
は
保
健
所
」
と
い
う
括
り
で
、
保
健
所
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
例
：
児
相
、
生
保
、
独
居
、
ペ
ッ
ト
、
防
災
な

ど
。
次
第
に
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
）

○
職
場
環
境
整
備

・
業
務
量
に
応
じ
た
保
健
所
の
規
模
の
拡
大

（
平
時
の
保
健
所
の
役
割
の
見
直
し
も
必
要
）

○
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
協
力
体
制
の
構
築

・
市
町
と
の
連
携
強
化

・
住
民
団
体
等
と
の
連
携
開
始

・
各
分
野
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
強
化

・
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
全
て
の
対
応
（
対
象
：
個
人
・
企
業
・
学

校
・
施
設
等
）
（
内
容
：
相
談
・
問
い
合
わ
せ
・
苦
情
）
が
保
健

所
に
集
中
。

・
患
者
の
家
族
や
親
し
い
知
人
の
支
援
で
さ
え
得
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。

大
規
模
自
然
災
害
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
ス
ト
レ
ス
の
現
状
と
対
応
策
等
の
違
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

項
目

大
規
模
自
然
災
害

○
研
究
・
分
析

・
感
染
の
波
の
予
測
に
よ
る
、
医
療
や
保
健
行
政
の

資
源
の
準
備

・
新
た
な
感
染
症
の
発
生
～
感
染
拡
大
～
収
束
の
各

フ
ェ
ー
ズ
で
ど
の
よ
う
な
業
務
と
業
務
量
で
あ
っ
た

か
を
ま
と
め
、
次
に
備
え
る
。

○
従
事
者
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

・
自
治
体
間
で
共
有
で
き
る
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
。
（
災
害
時
健
康
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
へ
追

加
か
？
）

・
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
保
健
所
（
都
道
府
県
・
政

令
市
）
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
あ

る
程
度
の
業
務
の
標
準
化
が
必
要
。

・
保
健
師
等
専
門
職
以
外
が
対
応
出
来
る
よ
う
行
政

機
関
ご
と
の
事
務
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
る
と
よ

い
。

○
感
染
症
発
生
時
の
受
援
の
検
討

○
リ

ー
ダ
ー
保
健
師
へ
の
寄
り

添
い
支
援
の
投
入

- 136 -



別紙２ 

 

新型コロナウイルス感染症に対応する自治体職員のメンタルヘルス対策に係る 

意見交換会の実施について 

 

 

 

【背景・目的】 

大規模災害発生時においても、被災地の行政職員は、避難所の設置・運営、応援職員の

受け入れ、他関係機関との連絡調整等の過重な災害対応業務に従事し、心身に大きな負担

が生じ職員のメンタルヘルス不調も課題されており、対策も進められているところである。

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大時には、県庁本部や保健所においても電話対

応、疫学調査、患者搬送、関係機関との調整など、終わりがみえず見通しのつかない連日

のコロナ対応、併せて自分自身の行動制限や家庭への配慮等々の様々なストレスにより、

うつ状態、無気力、もえつき症候群、管理職のバーンアウト、身体症状の出現などがみら

れ、心身面に多大な影響が生じている現状があった、各職場においては、セルフチェック

や相談窓口等のメンタルヘルス対策をはじめ、応援・派遣職員の確保や業務改善、休暇の

確保など様々な取組を行い対応している状況がある。 

自治体職員、特に保健師等の専門職については、支援者側の立場であり住民への責任感

の強さ等も相まって、自身の健康管理は後回しになってしまう現状があるのではないか。 

災害時、保健医療調整本部におけるマネジメント体制を構築していくためにも、職員の

健康管理・支援は重要な柱であり、ついては、保健師をはじめとする自治体職員メンタル

ヘルス対策について、コロナ対応や大規模災害時に取り組んだ自治体と職員のメンタルの

現状とその対応の実際及び課題等を共有し、今後の自治体職員の必要な健康管理・支援法

の検討の一助とする。 

 

 

【実施内容】 

１ 日 時   令和４年１月 13日（木）18:00～20:00 

 

２ 方 法   Zoomによるオンライン会議 

       https://us02web.zoom.us/j/84530511988?pwd=akpCUFZucFJvTmJwMmovZUZ1UnpJdz09 

        ミーティング ID: 845 3051 1988 

パスコード: 040433 

 

３ 内 容   新型コロナウイルス感染症対応における自治体職員のメンタルヘルス 

対策・過重労働対策の現状と取組、課題等について 

 

４ 出席者   別紙のとおり（省略） 
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別紙３ 

R4.3.22版 

 

新型コロナウイルス感染症等対応における自治体職員の 

過重労働・メンタルヘルス対策について 

 

 

大規模災害発生時の被災地の自治体職員(以下、職員)は、避難所運営、応援職員の

受け入れ、関係機関との連絡調整等、昼夜問わず過重な災害対応業務に従事し、心身

に大きな負担が生じメンタルヘルス対策を始め、職員の健康管理が課題とされている

ところです。 

このたびの新型コロナウイルス感染症については、新たな感染症であり住民が見え

ない恐怖・不安を持っていること、いくつもの感染拡大の波の到来があること、収束

に見通しがみえないこと、また職員自身の行動制限があること等、様々な特徴的な背

景があり、職員にはうつ状態やもえつき症候群、管理職のバーンアウト等の出現など

がみられる等、心身面に多大な影響が生じている現状があります。そのため、各職場

では職員のセルフチェックや相談窓口等のメンタルヘルス対策をはじめ、応援・派遣

職員の確保や業務改善、休暇の確保など、試行錯誤しながら取り組んでいる現状があ

ります。 

ついては、新型コロナウイルス感染症等対応における職員の過重労働・メンタルヘ

ルス対策について、各自治体の現状や取組について意見交換会を実施しました。各自

治体における具体的な取組事例やそれを一般化した実施しうる取組を記載し、そこか

ら抽出された対策のポイントを、「業務マネジメント」と「メンタルヘルスケア」の柱

で整理を行いました。その結果を別紙の通りとりまとめましたので、参考にしていた

だければ幸いです。 

なお、取組事例については、今後も情報収集しながら更新し、研究班ホームページ

（http://dheat.umin.jp）に掲載する予定です。 

 

 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

災害発生時の分野横断的かつ長期的なマネジメント体制構築に資する研究 

研究代表者 尾島 俊之 

（浜松医科大学医学部健康社会医学講座教授） 

研究分担者 相馬 幸恵 

（新潟県三条地域振興局健康福祉環境部参事・地域保健課課長） 
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別紙 

新型コロナウイルス感染症等対応における自治体職員の 

過重労働・メンタルヘルス対策のポイント及び取組事例等 

 

【 業務マネジメント 】 

 

□ 全庁体制による業務の分担化、効率化 

＊保健部署だけではなくその他の部署も含めた全庁的な業務体制を構築する。 

＊積極的疫学調査を重点化し、また調査票を必要な事項に限定して簡略化する。 

＊「１人２役」等、１人担当制ではなく複数人でカバーできる体制をつくる。 

＊保健師等の専門職と事務職の特性を活かして業務を分担する。 

・例えば、複雑な相談対応や検体採取に関することは保健師等の専門職が担当し、

発生届や患者数等のデータの管理、書類の作成・発送等は事務職が担当する。積

極的疫学調査、健康観察は、事務職も担当し、専門的判断が必要となる場合は専

門職にバトンタッチする。 

＊職員の得意不得意を考慮して担当業務を決める。 

 

□ 組織体制及びリーダーの明確化 

＊健康危機管理業務の組織体制を明確化する。 

＊統括保健師とその補佐を位置づける。 

 

□ 職員間の情報共有 

＊忙しいからできないではなく、業務の目的の具現化、共有化に努める。 

＊管理職等（総務、保健、感染症、医療等）による戦略会議を実施する。 

・目指す活動の方向性や人員配置等を検討する。 

＊定期的なミーティングを実施する。 

・チームで対応する機運づくりにも配慮して実施する。 

・管理職等レベル、実務者レベル（担当業務（調査担当、検査担当、医療機関搬送

担当、事務担当 等）毎等で行う。 

・問題・課題、懸案事項の確認、進行状況、改正通知等の周知 など。 

＊職員の疑問や不安に対応する相談体制をつくる。 

＊ホワイトボード等を活用して情報を可視化する。 

＊業務の可視化と共有化を行う。 

・業務マニュアルを作成し、業務の流れを明確化する。 

 

□ 職員の意識醸成 

＊全所ワンチームで行う風土づくりの重要性、個人一人の責任ではないこと、一人

で抱え込まないこと等を管理職等から強くメッセージを伝える。 
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□ 積極的な情報発信・広報  

＊住民の理解を得るための機会として、自治体ホームページ、マスコミ、保健福祉

事業等の活用により、自治体の対応方針や行政対応の状況説明、新型コロナウイ

ルスに関する知識の普及を行う。 

 

□ クレーム対応体制 

＊電話・来所対応担当者を決める（年齢的にも経験豊富な職員）。 

＊クレームへの対応方針・マニュアルを作成する。 

・調査優先なので切り上げると伝え、ある程度の時間が経過したら切るなど。 

 

□ 受援体制 

＊応援職員のためのマニュアル作成、研修会を実施する。 

＊引継ぎは応援者間で行う。 

＊市町村と応援に係る協定書を締結する。また、時間外勤務にも対応できるよう市

町村と都道府県保健所の併任辞令を発令した事例がある。 

 

□ 研修の実施、強化 

＊職員に対して、新型コロナウイルスに関する必要な知識、対応について研修を行

う。 

＊保健師の経験年数や経験業務に関わらず、調査や相談対応等ができるよう研修を

行う。 

 

□ 労働環境の整備 

＊電話をしながらパソコンへの入力を行って業務の効率化をするために、また身体

的負担の軽減のため、ヘッドセットを活用し電話対応を行う。 

＊会計年度任用職員等にもパソコン、パスワード付与等を行う。 

 

□ 労務管理 －働き続けられる職場づくり－ 

＊管理職も含めた超過勤務時間を把握する（タイムレコーダーによる等）。 

＊全職員のワークライフバランスを最大限考慮する（既婚、独身、介護者、派遣職

員等）。 

＊交代しながらの定時退庁日、代休・連続休暇の確保を確実に行う。 

＊二交代制（遅出、早出）、フレックスタイム（介護時間、育児時間帯の変更可など）

を導入し、休養・睡眠時間を確保する。 

＊正規職員の増員、会計年度任用職員などの雇用を行う。 

＊管理職から継続的なメッセージを送る。 

・休暇を必ずとること、頑張り過ぎないこと。 

・優先させる業務、延期・中止が可能な業務は適宜整理して対応すること。 
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【 メンタルヘルスケア 】 

 

□ セルフケア 

＊休養をとる。 

＊メンタルヘルスチェックを実施する。 

＊実施している業務の意義を意識する 

＊オンラインのメンタルヘルスケア教材等を利用する。 

 

□ 相互支援 

＊コミュニケーションを意識的に定期的に行う。 

（例えば共感ミーティング、同様の体験をした者同士の話し合い、悩みや弱音等何

でも言える環境など） 

＊応援先勤務地においても、タイムリーに職員厚生（産業保健）スタッフによる面

談ができる環境づくり（長時間勤務者等）。 

 

□ 組織的対応（職制のラインによるケアなど） 

＊前述の業務マネジメント 

＊メンタルヘルスに関して情報発信を行う。 

・庁内ポータルや各所属の安全衛生員会からの情報提供を行う。 

・「新型コロナウイルス感染症（COVID-19 ）に対応する職員のためのサポートガイ

ド」（日本赤十字社作成）、「COVID-19流行時によるストレスへの対処」（WHO作成）

等の情報提供を行う。 

＊体系的なメンタルヘルスケア研修のオンライン化を行う。 

・マインドフルネスの実践ができるような配信する。 

・職場への出張型研修を行う。 

 

□ 専門職による支援（産業保健スタッフ・外部資源によるケア） 

＊保健所等への衛生管理全般の技術支援を行う。 

＊長時間勤務職員に対してタイムリーな面談を行う（優先順位をつけて）。 

・ストレスチェックを活用する。 

＊相談窓口を設置する（直営・委託）。 

・職員が相談できる窓口を設置するとともに、特に管理監督者が相談しやすい配慮

や工夫を行う。 

＊ハイリスク者への個別支援を行う。 

＊ストレスチェックと職場環境改善を継続的に分析し、良好事例を公表する。 

＊精神保健福祉センター、大学等の協力により個別・集団支援を行う。 

 

【 その他 】 

□ 職員の家族への支援 

＊職員の仕事の理解の推進や、家族の負担へのねぎらい等を記載した文書の発出な

ど、職員の家族への支援を行うことも必要である。 
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P
-1
3
-2
0

ハ
イ
ラ
イ
ト

・
早
期
か
つ
迅
速
に
避
難
所
の
情
報
把
握
及
び
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

う
た
め
、
避
難
所
日
報
と
し
て
様
式
を
統
一
化
し
、
避
難
所
全
体

を
把
握
す
る
避
難
所
状
況
シ
ー
ト
と
医
療
保
健
福
祉
ニ
ー
ズ
の
あ

る
避
難
者
を
把
握
す
る
避
難
者
状
況
シ
ー
ト
の
２
シ
ー
ト
と
し
た
。

・
保
健
医
療
福
祉
活
動
チ
ー
ム
の
他
、
避
難
所
支
援
に
携
わ
る

者
も
活
用
で
き
る
よ
う
記
載
要
領
を
作
成
し
た
。

・
O
C
R
化
に
よ
り
情
報
の
一
元
化
が
で
き
る
よ
う
、
数
字
記
載
欄
も

設
け
る
な
ど
、
認
識
し
や
す
い
よ
う
な
様
式
と
し
た
。

【
目
的
】

避
難
所
に
は
様
々
な
健
康
状
態
の
避
難
者
が
集
ま
る
た
め
、
感
染

症
の
発
生
や
拡
大
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
疾
患
の
悪
化
な
ど
健

康
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。
被
災
者
の
二
次
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
早
期
か
ら
必
要
な
人
的
及
び
物
的
サ
ー
ビ
ス
資
源
を
ど
こ
に

優
先
的
に
分
配
す
る
か
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
災
害
直
後
か
ら
保
健
医
療
福
祉
活
動
チ
ー
ム
が
、
避
難

所
運
営
担
当
者
等
と
の
連
携
の
も
と
早
期
か
つ
迅
速
に
必
要
な
情
報

を
早
期
か
つ
迅
速
に
把
握
し
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
、
避
難
所
日

報
の
様
式
と
そ
の
記
載
要
領
を
作
成
し
た
。

【
方
法
】

(1
)
平
成

2
9
年
７
月
５
日
付
け
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
厚
生
科
学
課

長
等
発
出
「
大
規
模
災
害
時
の
保
健
医
療
活
動
に
係
る
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
」
添
付
（
全
国
保
健
師
長
会
作
成
「
大
規
模
災
害
時
の
保
健

師
の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
平
成

2
8
年
４
月
改
正
）
の
避
難
所
日
報
を
も

と
に
検
討
、
作
成
し
た
。

(2
) 

 検
討
す
る
上
で
は
、
①
日
報
を
使
う
者
は
保
健
師
を
は
じ
め
と
す

る
保
健
医
療
活
動
を
担
う
職
員
（
事
務
職
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
、

を
含
む
）
の
他
、
避
難
所
開
設
直
後
は
避
難
所
運
営
担
当
者
も
想

定
さ
れ
、
迅
速
か
つ
一
定
レ
ベ
ル
で
正
確
に
情
報
収
集
で
き
る
よ
う

記
載
要
領
を
作
成
し
た
。
留
意
点
と
し
て
は
、
日
報
の
記
載
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
全
て
の
項
目
を
関
係
者
等
に
聞
き
取
っ
て
記
載
す

る
の
で
は
な
く
、
前
日
ま
で
の
様
々
な
情
報
等
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
、

特
に
優
先
的
に
収
集
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
太
枠
項
目
と
し
た
。

(3
) 
情
報
の
一
元
化
を
想
定
し
た

O
C

R
化

両
シ
ー
ト
と
も
に
、

O
C

R
化
に
よ
り
情
報
の
一
元
化
が
で
き
る
よ
う
、

数
字
記
載
欄
も
設
け
る
な
ど
、
認
識
し
や
す
い
よ
う
な
様
式
と
し
た
。

〈
避
難
所
日
報
及
び
記
載
要
領
〉

全
国
保
健
師
長
会
作
成
（
地
域
保
健
総
合
推
進
事
業
）

の
「
災
害
時
の
保
健
活
動
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
。

h
tt

p
:/

/w
w

w
.n

ac
p

h
n

.jp
/0

2
/s

ai
ga

i/

【
考
察
】

災
害
時
は
、
直
後
か
ら
早
期
か
つ
迅
速
に
避
難
所
・
避
難
者
の

情
報
把
握
及
び
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
統
一
し
た
様
式

を
使
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

避
難
所
に
お
い
て
は
、
保
健
師
等
の
専
門
職
を
は
じ
め
様
々
な

職
種
に
よ
る
支
援
者
が
関
わ
る
と
と
も
に
、
避
難
所
運
営
管
理
者
や

住
民
代
表
者
等
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
必
要
な
情

報
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
活
用
す
る
た
め
に
は
、
記
載
要
領
の
活
用

に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
避
難
所
日
報
の
記
載
及
び

そ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
支
援
者
等
と
検
討
し
役
割
分
担

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
、
関
係
部
署
へ
の
周
知
及
び
訓
練

等
に
よ
る
意
識
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

O
C

R
化
を
想
定
し
た
様
式
に
よ
り
、
早
期
の
情
報
の
一
元
化
、
保
健

医
療
活
動
支
援
チ
ー
ム
の
効
果
的
な
支
援
活
動
に
も
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

【
結
論
】

避
難
所
日
報
及
び
記
載
要
領
に
つ
い
て
は
、
災
害
規
模
や
種
類
、

ま
た
記
載
者
、
職
種
等
に
よ
り
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
実
際

の
現
場
で
使
い
な
が
ら
、
必
要
な
項
目
、
優
先
度
、
運
用
の
仕
方
等

必
要
に
応
じ
検
討
・
改
訂
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
公
衆
衛
生
学
会
C
O
I開
示

演
題
発
表
に
関
連
し
，
発
表
者
ら
に
開
示
す
べ
き
C
O
I関
係
に

あ
る
企
業
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
総
合
研
究
事
業
）
「
災

害
発
生
時
の
分
野
横
断
的
か
つ
長
期
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
構

築
に
資
す
る
研
究
」（

研
究
代
表
者

尾
島
俊
之
）

（
1
9
L
A
2
0
0
3
)

避
難
所
支
援
従
事
者
に
よ
る
情
報
把
握
と
効
果
的

支
援
の
た
め
の
避
難
所
日
報
の
検
討

相
馬

幸
恵

新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

尾
島

俊
之

浜
松
医
科
大
学
健
康
社
会
医
学
講
座

奥
田

博
子

国
立
保
健
医
療
科
学
院
健
康
危
機
管
理
研
究
部

佐
々
木
亮
平

岩
手
医
科
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー

②
災
害
直
後
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
の
経
過
と
と
も
に
中
長
期
的
に
使
い
継
続

性
が
あ
る
こ
と
、
③
迅
速
に
避
難
所
全
体
像
の
把
握
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
等
の
観
点
か
ら
行
っ
た
。

【
結
果
】

(1
)
避
難
所
日
報
の
作
成

日
報
に
つ
い
て
は
、
避
難
所
全
体
を
把
握
す
る
避
難
所
状
況
シ
ー
ト

と
医
療
保
健
福
祉
ニ
ー
ズ
の
あ
る
避
難
者
を
把
握
す
る
避
難
者
状
況

シ
ー
ト
を
検
討
・
改
訂
し
た
。

ア
. 避
難
所
全
体
を
把
握
す
る
避
難
所
状
況
シ
ー
ト

・
主
な
項
目
と
し
て
、
避
難
者
数
、
運
営
組
織
等
の
「
避
難
施
設
基
本

情
報
」
救
護
所
設
置
状
況
の
「
医
療
」
、
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」、
ス
ペ
ー
ス
の

過
密
度
、
ト
イ
レ
衛
生
状
態
等
の
「
設
備
状
況
と
衛
生
面
」
、
温
度
、
清

掃
状
況
等
の
「
生
活
環
境
」
、
主
食
・
お
か
ず
提
供
回
数
等
の
「
食
事

提
供
」
に
整
理
し
た
。

・
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
「
有
・
無
」
「
適
・
不
適
」
等
の

2
択
と
し
た
。

イ
.医
療
保
健
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
避
難
者
状
況
シ
ー
ト

「
配
慮
を
要
す
る
者
」
の
人
数
及
び
そ
の
再
掲
と
し
て
要
継
続
支
援
人

数
、
医
療
保
健
福
祉
ニ
ー
ズ
の
あ
る
者
の
「
対
応
す
べ
き
ニ
ー
ズ
が
あ

る
者
」
の
有
無
、
「
感
染
症
・
食
中
毒
等
症
状
が
あ
る
者
」
の
有
無
に
整

理
し
た
。
そ
の
他
、
具
体
的
な
内
容
が
書
け
る
よ
う
特
記
事
項
の
記
載

欄
、
確
実
に
課
題
等
の
申
し
送
り
が
で
き
る
記
載
欄
を
設
け
た
。

(2
) 
記
載
要
領
の
作
成

避
難
所
日
報
の
記
載
者
は
、
保
健
医
療
活
動
を
担
う
職
員
（
事
務
職
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大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
在
宅
等
避
難
者
（
災
害
時

要
配
慮
者
）
の
情
報
把
握
・支
援
方
法
の
検
討

佐
々
木
亮
平

a 、
相
馬
幸
恵

b 、
奥
田
博
子

c 、
尾
島
俊
之

d

a.
岩
手
医
科
大
学
教
養
教
育
セ
ン
ター
人
間
科
学
科
体
育
学
分
野

b.
新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

c.
国
立
保
健
医
療
科
学
院
健
康
危
機
管
理
研
究
部

d.
浜
松
医
科
大
学
健
康
社
会
医
学
講
座

*日
本
公
衆
衛
生
学
会

CO
I開
示

演
題
発
表
に
関
連
し、
発
表
者
らに
開
示
す
べ
き

CO
I関
係
に

あ
る
企
業
な
どは
あ
りま
せ
ん
。

災
害
発
生
時
、被

災
者
は
避
難
所
に
避
難
す
る
一
方
で
、避

難
所
に
行
け
な
い
者
、避

難
所
に
行
か
な
い
こと
を
選
択
す
る
者

な
ど、
避
難
所
に
は
避
難
せ
ず
在
宅
等
に
留
ま
る
者
も
増
加
して

い
る
。在

宅
等
に
避
難
した
者
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
必
要
な

支
援
が
で
き
る
よ
う、
特
に
発
災
直
後
か
ら避

難
支
援
が
必
要
で

あ
る
災
害
時
要
配
慮
者
（
含
避
難
行
動
要
配
慮
者
）
の
情
報

把
握
及
び
支
援
方
法
に
つ
い
て
調
査
し、
課
題
を
検
討
した
。

【背
景
・目
的
】

P-
13

-2
1

【考
察
・結
論
】

H
ig

hl
ig

ht
・平
時
か
らの
自
治
体
内
、在

宅
避
難
に
関
わ
る
支
援
者
間
の
顔
の
見
え

る
関
係
づ
くり

・必
要
情
報
項
目
の
共
有
化

・情
報
収
集
・提
供
、物
資
提
供
等
の
支
援
拠
点
づ
くり

・在
宅
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
者
の
リス
ト
化
と具

体
的
な
個
別
支
援
計
画
の

作
成

・在
宅
避
難
者
自
身
か
ら
の
情
報
発
信
等
、具

体
的
な
支
援
ネ
ット

ワ
ー
ク
体
制
の
構
築

【謝
辞
】
本
研
究
は
令
和
２
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
総
合
研
究
事
業
「災
害
発
生
時
の
分
野
横
断
的
か
つ

長
期
的
な
マ
ネ
ジ
メン
ト体

制
構
築
に
資
す
る研

究
」（
研
究
代
表
者

尾
島
俊
之
）
（

19
LA

20
03

)の
助
成
を

受
け
て
実
施
した
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く御
礼
申
し上

げ
ま
す
。

４
自
治
体
の
聞
き
取
りを
も
とに
、在

宅
等
避
難
者
、特

に
避
難
行
動
要
支
援
者
の
災
害
時
支
援

体
制
に
つ
い
て
検
討
しま
とめ
た
。（

表
１
）

20
20
年
度
に
災
害
時
要
配
慮
者
（
含
避
難
行
動
要
配
慮
者
）
の
避
難
支
援
に
係
る
、自

治
体
に

お
け
る
平
時
の
準
備
体
制
や
発
災
時
の
実
際
とそ
の
課
題
に
つ
い
て
、全

国
の
協
力
の
得
られ
た
４
自
治

体
（
東
北
・北
陸
・東
海
・近
畿
地
方
）
に
聞
き
取
り調

査
を
行
い
、現

状
と課

題
を
検
討
した
。聞

き
取
り調

査
の
内
容
は
、主

に
平
時
の
準
備
、避

難
勧
告
時
の
動
き
、発

災
時
の
動
き
に
か
か
る

20
項
目

と、
災
害
対
応
の
経
験
の
あ
る
自
治
体
か
らは
課
題
等
に
つ
い
て

3項
目
の
確
認
を
行
った
。聞

き
取
り結

果
は
項
目
毎
に
一
覧
に
ま
とめ
、さ
らに
フェ
イズ
毎
に
支
援
対
象
者
、支

援
者
、支

援
拠
点
の
視
点
で

整
理
を
行
った
。

【方
法
】

【結
果
】

平
時
の
準
備
とし
て
は
、災

害
時
要
配
慮

者
の
要
件
は
、自

治
体
に
よ
って
大
き
く差
は

な
い
が
、具

体
的
な
要
件
は
異
な
って
い
た
。

名
簿
登
録
した
台
帳
は
作
成
され
て
い
る
も

の
の
、地

域
関
係
者
へ
の
提
供
方
法
は
一

律
で
は
な
か
った
。個

別
支
援
計
画
は
、対

象
者
全
員
分
の
作
成
ま
で
に
至
って
い
な
い

現
状
が
あ
った
。ま
た
、作

成
者
も
さま
ざ
ま

あ
った
が
、人

工
呼
吸
器
装
着
難
病
患
者
の

医
療
支
援
が
必
要
な
者
は
保
健
所
で
作
成

し、
支
援
関
係
機
関
で
共
有
され
て
い
た
。

避
難
勧
告
時
の
対
応
とし
て
は
、台

帳
を
提

供
して
い
る
関
係
者
（
自
治
会
長
、民

生
・

児
童
委
員
、消

防
団
、防

災
福
祉
コミ
ュニ

テ
ィ、
ケ
アマ
ネ
ー
ジ
ャー
等
）
が
、見

守
りや

避
難
誘
導
を
行
って
い
た
。一

方
で
避
難
誘

導
等
す
る
に
あ
た
り、
部
署
間
で
情
報
を
共

有
す
る
た
め
の
確
認
事
項
共
有
シ
ー
トは
作

成
され
て
い
な
か
った
。発

災
時
の
動
き
とし
て

は
、発

災
直
後
の
安
否
確
認
、健

康
ニー
ズ

の
把
握
に
つ
い
て
は
、在

宅
高
齢
者
や
障
害

者
等
は
民
生
・児
童
委
員
等
が
行
い
、在

宅
人
工
呼
吸
器
装
着
者
は
保
健
師
が
行
って

い
た
。福

祉
避
難
所
へ
の
トリ
ア
ー
ジ
等
も
保

健
師
が
行
って
い
た
が
、情

報
収
集
共
有

シ
ー
トの
作
成
は
様
々
で
あ
った
。

災
害
時
要
配
慮
者
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な

支
援
を
行
うた
め
に
は
、平

時
か
らの
自
治
体
内
、

在
宅
避
難
に
関
わ
る
支
援
者
間
の
顔
の
見
え
る

関
係
づ
くり
、必

要
情
報
項
目
の
共
有
化
、情

報
収
集
・提
供
、物

資
提
供
等
の
支
援
拠
点
づ

くり
、在

宅
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
者
の
リス
ト化

と
具
体
的
な
個
別
支
援
計
画
の
作
成
、在

宅
避

難
者
自
身
か
らの
情
報
発
信
等
、具

体
的
な
支

援
ネ
ット
ワ
ー
ク 体

制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

避
難

誘
導

・
避

難
支

援
、

安
否

確
認

在
宅

生
活

の
ニ

ー
ズ

把
握

（
介

護
者

の
状

況
確

認
含

む
）

、
健

康
状

況
の

把
握

、
情

報
提

供
、

在
宅

サ
ー

ビ
ス

調
整

透
析

患
者

　
＊

透
析

医
療

機
関

の
確

保
　

＊
透

析
医

療
機

関
の

確
保

、
透

析
の

継
続

　
＊

透
析

の
継

続
医

療
機
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厚
生
労
働
省
で
は
、
今
年
3
月
2
4
日
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
対
応
に
お
け
る
自
治
体
職
員
の
過
重
労
働
・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
関
す
る
取
組
事
例
の
共
有
に
つ
い
て
」（
※
今
年
3
月
2
2
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
事
務
連
絡
を

自
治
体
向
け
に
発
出
）の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
取
り
組
み
の
目
的
と
事
例
に
つ
い
て
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た
。
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お ける職員等の過重労働・メン

タ ル ヘ ル ス 対 策 」 に つ い て 検 討

し 、過重労働・メンタルヘルス

対 策 の ポ イ ン ト を 【 業 務 マ ネ ジ

メ ン ト 】 【 メ ン タ ル ヘ ル ス ケ ア 】

の 柱でまとめました。これらの

自 治体の取り組みの好事例を広

く 共有し、発信することが必要

と 考え、説明会を開催いたしま

し た。

業 務マネジメントと

メ ンタルヘルスケアの重要性

柱 ご と に み る と 、【 業 務 マ ネ

ジ メ ン ト 】 の 具 体 例 と し て は 、

「 全 庁 体 制 に よ る 業 務 の 分 担

化 ・効率化」、 「 職員間の情報共

有 」 、 「 積 極 的 な 情 報 発 信 ・ 広

報 」 、 「 労 務 管 理 」 が 挙 げ ら れ ま

し た 。ま た 、【 メ ン タ ル ヘ ル ス

ケ ア 】 と し て は 、共 感 ミ ー テ ィ

ン グなど意識的なコミュニケー

シ ョ ン の 定 例 化 と い っ た 「 相 互

支 援 」 が 挙 げ ら れ ま し た 。そ し

て 、【 そ の 他 】 と し て は 、「 職 員

の 家 族 へ の 支 援 」 を 検 討 し て い

自 治体の取り組みの

好 事例を共有・ 発 信

― ―説明会開催の目的を教えて

く ださい。

新 型コロナウイルス感染症へ

の 対応については、感染力の強

い 変異株の流行など、これまで

の 想定を上回る規模・スピード

で 感 染 が 拡 大 し た こ と を 受 け 、

自 治体において業務の重点化な

ど 、さらなる体制強化に取り組

ん で い た だ い て き た と こ ろ で

す 。そのなかで、これらの対応

を 行う職員の過重労働・メンタ

ル ヘルスに関するさまざまな課

題 も 明 ら か に な っ て き て お り 、

既 に組織的な業務改善やストレ

ス ケアの仕組みづくりについて

取 り組まれている自治体もある

こ とも承知していました。

今 回、厚生労働科学研究費補

助 金 （ 健 康 安 全 ・危 機 管 理 対 策

総 合研究事業）「 災害発生時の分

野 横断的かつ長期的なマネジメ

ン ト体制構築に資する研究」（ 研

究 代表者＝尾島俊之・浜松医科

大 学 健 康 社 会 医 学 教 授 ） に お い

て 、「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 対応を含めた健康危機管理に

る 自治体もありました。

― ―各 自 治 体 の 取 り 組 み の 事 例 に

は ど の よ う な も の が あ り ま す か 。

事 例 １

・ 長 時 間 勤 務 職 員 へ の 健康 被 害

防 止 対 策 と し て 、 産 業 保 健 ス

タ ッ フ が 面 接 対 象者 の 把 握 ・

モ ニ タ リ ン グ 、 出 張 対 応を 行

う ほ か 、 労 務 管 理 部 門 と 連 携

し 、 応 援 職 員 に つ い て は 勤 務

状 況 を 派 遣 元 が 情 報 収 集 し 勤

務 先 と 共 有 す る こ と で 、 従 事

し て い る 場 所 で 面 接が で き る

よ う 対 応 し て い ま す 。

・ 面 接 対 象 者 が 急 増 し た 際 は 、

面 接 が タ イ ム リ ー に 実 施 し づ

ら い こ と も あ り ま し た が 、 過

去 の 健 康 管 理 情 報 （ 健 診 結 果 ・

既 往 歴 等 ） を 参 考 に 優 先 順 位

を つ け て 対 応 し 、 衛 生 管 理 者

の 業 務 を 産 業 保 健 ス タ ッ フ が

支 援 、 Ｉ Ｃ Ｔ 等 も 活 用 し て 効

率 化 を 図 っ て い ま す 。

・ メン タ ル ヘ ル ス・ 相 談 窓 口 の

情 報 発 信 は 、 庁 内 ポ ー タ ル の

活 用 、 管 理 監 督 者 へ の 周 知 、

対 面 交 流 が 減 っ て お り 相 談 相

肉 体 的 ・ 精 神 的 な 負 担 軽 減 を

実 現 し ま し た 。

・ 統 括 保 健 師 が 、 保 健 師 以 外 で

も 従 事 可 能 な 業 務 を 判 断 し 役

割 分 担 を す る こ と で 、 全 所 体

制 を と っ て い ま す 。 特 に 、 若

い 世 代 へ の 初 回 連 絡 、 一 部 調

査 、 マ ス コ ミ 対 応 な ど は 本 庁

が 対 応 す る こ と で 、 現 場 が 業

務 に 集 中 で き る 体 制 を つ く っ

て い ま す 。 ま た 、 応 援 職 員 へ

の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン は 動 画

視 聴 と し 、 交 代 要 員 と の 引 き

継 ぎは 応 援 職 員 間 で 行 っ て い

ま す 。

・ 夜 間 対 応 が 増 加 し た 時 期 は深

夜 対 応 の 翌 日 を フ レ ッ ク ス タ

イ ム 制 と す る 、 夜 勤 体 制 を と

る 、 休 日 出 勤 の 代 休 は 連 続 休

暇 と す る な ど に 取 り 組 ん で い

ま す 。

・ 電 話 連 絡 等 に 使 用 す る ヘ ッ ド

セ ッ ト の 導 入 や 、 医 療 機 関 へ

H E R ︱ S Y S （ 新 型 コ ロ ナ

ウ イルス感染者等情報把握・

管 理 シ ス テ ム ） の 利 用 を 個 別

に お 願 い す る こ と で 、 業 務

の 効 率 化 ・ 負 担 の 軽 減 に つ

な がります。

・ 自宅 療 養 支 援 に お い て は 、 診

断 を 受 け た 医 療 機 関 で 患 者 の

健 康 観察を 担 っ て も ら う こ と

で 、 保 健 所 業 務 の 負 担 軽 減 だ

け で な く 、 患 者 の 安 心 に も つ

な が り ま す 。

・ 新 人 職 員 の 育成 は職 員 の 負担

軽 減に つ な が る と 考 え 、 所 を

あ げ て 最 優 先 課 題 と し て 取 り

組 ん で い ま す 。

・ た だ し 、 第 6 波 は 感 染 者 数 の

激 増 に 伴 い 業 務 量 は 膨 大 と な

り 、 戦 力 不 足 は 否 め ず 、 現 場

の 工 夫 で 乗 り 切 る に は 限 界 を

超 え て い る と 感 じ ま す 。

事 例 ３

・ 全 所 体 制 を 構 築 す る た め 、 す

べ て の 職 員 向 け の 陽 性 者 対 応

マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る こ と に

加 え て 、 随 時 更 新 し 、 感 染 症

担 当 以 外 の 職 員 で も 電 話 対 応

な ど が 可 能 な 体 制 を と っ て い

ま す 。

・ 土 日 祝 日 体 制 の 見 え る 化 ・ 均

等 化 、 会 計 年 度 職 員 の 採 用 、

本 庁 お よ び 地 域 機 関 の 他 部 局

か ら の 応 援 に よ り 、 休 暇 が 取

得 で き る 職 場 環 境 を 整 備 し 、

モ チ ベ ー シ ョ ン 維 持 に つ な げ

て い ま す 。

保 健所職員の負担軽減へ

― ―今後予定している取り組み

な どがあれば教えてください。

組 織的な業務改善やストレス

ケ アの仕組みづくりに取り組ん

で いる保健所もあると承知して

お り、4 月 に実施している保健

所 体 制 の 確 保 状 況 調 査 に お い

て 、過重労働・メンタルヘルス

対 策の好事例を収集していると

こ ろです。好事例を集約して横

展 開するなど、引き続き保健所

職 員などの負担軽減につながる

支 援を行っていきたいと考えて

い ます。

手 を 得 に く い 新 規 採 用 職 員 ・

新 任 係 長 へ は 直 接 メ ー ル 発 信

を 行 う な ど 、 相 談 事 業 等 の 利

用 促 進 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で

い ま す 。 ま た 、 管 理 監 督 者 自

身 も 過 重 労 働 と な る 傾 向 に あ

る た め 、 ラ イ ン ケ ア ・ セ ル フ

ケ ア の 重 要 性 を 発 信 し て い ま

す 。

・ 体 系 的 な メ ン タルヘ ル ス 研 修

は オ ン ラ イ ン 化 しつ つ も 、 対

面 が 望 ま し い 職 場 環 境 改 善 研

修 は 、 実 際 に 職 場 に 出 張 し て

実 施 し て い ま す 。

事 例 ２

・ 「 業 務 の 可 視 化 」 と 「 一 人 二 役 」

を 導 入 し て 、 過 重 労 働 対 策 を

進 め て き ま し た 。 「 業 務 の 可

視 化 」 で は 、 ホ ワ イ ト ボ ー ド

を 活 用 し た 進 捗 管 理 な ど に よ

り 、 誰 で も リ モ ー ト で も 業 務

内 容 ・ 進 捗 状 況 が わ か る よ う

に な り ま し た 。 「 一 人 二 役 」 で

は 、 担 当 を 超 え た 業 務 フ ォ

ロ ー 体 制 の 明 確 化 な ど に よ

り 、 複 数 名 で 業 務 を カ バ ー し

て 、 時 間 外 勤 務 縮 減 、 職 員 の
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